
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 43 号 

令和 3年 12月 25日発行 

発行：社会福祉法人 上越市社会福祉協議会名立支所  

上越市名立区名立大町 4234 番地（椿寿苑） 

TEL：537-2566  FAX：537-2508 

じょうえつし社協  

社協マスコット 

ぬくりんです！ 

11 月 22 日（月）、ろばた館において、名立区住民福祉会主催、上越市社会福祉協議会名立支所共催の    

令和 3 年度第 1 回高齢者ふれあい交流会が開催されました。 

この事業は 75 歳以上の一人暮らし及び高齢者世帯を対象に孤立・引きこもり防止や健康増進などを 

目的に年 2 回開催しています。今年度もコロナ禍の中、新型コロナウイルス感染防止策を講じながら開

催することができ、対象のみなさんや民生委員児童委員含め、約 40 人の参加がありました。 

午前に上越消防署名立分遣所から防火防災についての講話をしていただき、午後からは大潟区にお住

いのタミー・チュータ（仲田隆光）さんのマジック歌謡ショーで楽しんでいただきました。そのほか、

会食や民生委員児童委員と地区ごとに分かれ、日ごろの心配ごとや困りごとなどについて懇談しまし

た。懇談会では、現在二人暮らしの方がいずれは一人暮らしになることへの不安やバス停まで歩けなく

なった後の生活を心配する声、また、交流会でみなさんに会うことが楽しみとの声もありました。 

この事業は赤い羽根共同募金配分金事業で開催しており、当日、募金箱を設置し、皆様に募金をお願 

いしたところ、3,672 円ものご寄付をいただきました。大変ありがとうございました。 

高齢者ふれあい交流会開催！! 
 

 

【タミー・チュータ マジック歌謡賞ショーで軽体操・・・】 

  

 

【マジックも…】 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RimVL1mTFXBTMAlReU3uV7/SIG=124imkc72/EXP=1462954869/**http:/www.yonezawa-shakyo.or.jp/ico/network.gif


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎
年
、
名
立
区
住
民
福
祉
会
と
上
越
市
社
会
福
祉
協
議
会

名
立
支
所
共
催
で
開
催
し
て
い
ま
す
地
域
福
祉
懇
談
会
は
、

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

中
止
し
、
代
替
と
し
て
「
地
域
に
お
け
る
見
守
り
・
支
え
合

い
」
を
テ
ー
マ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
町
内
会
長
、
福
祉
委
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
地
域
福

祉
推
進
委
員
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
に

参
加
者
を
限
定
し
、
10
月
5
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の

間
、
区
内
８
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。 

前
半
は
平
成
十
七
年
以
降
の
「
名
立
区
及
び
各
町
内
に
お

け
る
人
口
、
高
齢
者
率
等
の
推
移
」
に
つ
い
て
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
”
が
進
ん
で
い
る
状
況
を
報
告
し
た
後
、「
名
立

区
に
お
け
る
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て
は
、
そ

う
し
た
状
況
の
中
で
も
「
一
人
ひ
と
り
が
支
え
合
い
、
誰
で

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
・
名
立
」
を
目
指
し
て

い
く
た
め
に
は
地
域
と
行
政
や
社
協
ほ
か
の
関
係
機
関
、
住

民
団
体
が
連
携
し
、
支
援
を
必
要
な
人
を
見
守
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。
後
半
は
「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」
づ
く
り
を

通
じ
、
各
地
域
の
現
状
や
課
題
を
共
有
す
る
と
と
も
に
そ
の

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
戸
数
の
少
な
い
町
内
会
で

は
十
数
年
後
に
は
自
然
消
滅
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、

若
者
世
代
の
区
外
へ
の
流
出
に
つ
い
て
、
勤
務
先
や
冬
季
の

降
雪
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
区
外
に
居
住
を
求
め
る
の
で
は

な
い
か
な
ど
、
ま
た
、
各
地
域
の
行
事
や
環
境
整
備
に
つ
い

て
は
、
少
数
戸
数
で
は
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
で
あ
る

な
ど
の
意
見
が
複
数
の
地
区
で
聞
か
れ
ま
し
た 

【R3.11.16 会場：名立地区公民館】 

            
【R3.10.12 会場：名立地区公民館上名立分館】 

 

今後も続くと推計される“人口減少・少子高齢化”の厳しい将来予測の中でも「だれも

が安心して暮らせる地域づくり」に向けて、「自分の住む地域の問題点を発見し、解決に

向けたヒントを見つけ、見守り活動や必要な援助活動を行い、安心して 

生活できる住みよい福祉のまちづくり」を進めるためのマップづくりに 

取り組んでいただきました。 
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福
祉
教
育
推
進
事
業 

 

名
立
中
学
校
で
は
、
今
年
度
も
「
体
験
を

通
し
配
慮
を
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、
「
福
祉

に
対
し
て
関
心
を
持
ち
、
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
る
」
「
人
権
教
育
の
視
点
か
ら
『
福

祉
』
を
と
ら
え
、
体
験
を
通
し
て
正
し
い
価

値
観
や
判
断
力
を
身
に
つ
け
る
」
こ
と
を
目

的
と
し
、
11
月
９
日
に
１
年
生
が
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
、
そ
し
て
11
月

19
日
に
は
全
校
で
高
齢
者
疑
似
体
験
と
視

覚
障
害
者
体
験
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
名
立

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
斎
藤
社
会
福

祉
士
と
名
立
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
石
井

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
、
認
知

症
の
理
解
と
認
知
症
の
人
へ
の
接
し
方
な

ど
に
つ
い
て
、
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
体
験
で
は
、
縦
割
り
班
12
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
高
齢
者
疑
似
体
験
と
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
（
写
真
下
左
）
も
活
用
し
、
視

覚
障
害
を
体
験
し
ま
し
た
。 

生
徒
た
ち
は
体
験
を
通
し
、
増
加
傾
向
に

あ
る
認
知
症
の
み
な
さ
ん
や
視
覚
障
害
者

に
、
ど
う
接
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
学
習
で
得
た
気
付

き
を
今
後
に
活
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
。 

 

【認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
】 

 
 

【高
齢
者
疑
似
体
験
】 

 
 

【点
字
ブ
ロ
ッ
ク
体
験
】 

 
 

【視
覚
障
害
者
体
験
】 

 
 

ふだんの 

くらしの 

しあわせ 

 

3 

12
月
９
日
（
木
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
出
前

講
座
「
成
年
後
見
制
度
～
ど
ん
な
人
が

使
え
る
の
？
」
と
題
し
て
、
認
知
症
や

知
的
、
精
神
障
害
な
ど
に
よ
り
自
分
ひ

と
り
で
正
し
い
判
断
が
十
分
に
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
、
権
利
を
守
り
な
が
ら

生
活
を
支
援
・
保
護
す
る
制
度
に
つ
い

て
、
ま
た
、
名
立
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
齊
藤
さ
ん
か
ら
は
、
名
立
区
の

介
護
認
定
状
況
や
傾
向
な
ど
に
つ
い
て

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
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「暮らしや住まい」、「保健・医療」、「法律」、「福祉や教育」など日常のいろいろな心配 

ごとや悩みごと、誰に相談したらよいかわからないことなど何でもご相談ください。 

悩みごとを一緒に考え、解決に向けてのアドバイスや情報提供をするとともに、必要に 

応じて他の機関等を紹介し、問題解決に向けた支援を行います。 

◎ 相談日時 毎週月～金曜日（祝日、年末年始を除く） 9：00 ～ 17：00 

◎ 会  場 椿寿苑 相談室 

◎ 相 談 員 社会福祉協議会職員が相談に応じます。 

◎ そ の 他 担当職員が不在の場合がありますので、 

お越しの際は事前にご連絡をお願いします。 

また電話でも受付けています。（537-2566） 

 ※ 秘密は堅く守られます。お気軽にお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎本誌に関するお問い合わせは、下記までにご連絡ください。 

  上越市社会福祉協議会名立支所（椿寿苑） 

 TEL：025-537-2566 FAX：025-537-2508 E-mail：jsk-nadati＠jouetushisyakyo.jp 

 上越市社会福祉協議会ホームページ:http://www.jouetushiyakyo.jp 

    ～上越市社会福祉協議会や福祉に関する情報を掲載しています。是非、ご覧ください。～ 

 
じょうえつし社協なだち支所だよりは、皆様からいただいた社協会費や共同募金配分金を

活用して発行しています。ありがとうございます。 

 
４ 

   

上越市社会福祉協議会会費について、今年度も福祉委員や町内会長の皆さまからご協力いた

だき、下記のとおり多くのご支援をいただきました。住民の皆さまのご理解とご協力に深く感

謝申し上げます。 

ご協力いただいた会費は、社会福祉協議会の運営や地域福祉の推進に活用させていただきま

す。大変ありがとうございました。 

 

□普通会費  ７６２世帯         ４５７，２００円 

□賛助会費    4 人            ５，０００円 

□団体会費    6 団体（施設・企業等）  ３５，０００円 

               合計   ４９７，２００円 

 

企業・施設の会費協力者ご芳名 〈敬称略・順不動〉 

 ㈱ゆめ企画名立  ㈱牛木組  名立運送㈱  ㈱霜越建設 

 名立園  名立たちばな保育園 

 

上越市社会福祉協議会会費のお礼 

http://www.akaihane.or.jp/furusapo/

